
2026 7/23
開演19:00 〈開場18:15〉

木

NiCC 芸術文化ホール
（北見芸術文化ホール）・音楽ホール

北見市泉町１丁目３番２２号
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【オール・ショパン・プログラム】

Mazurki　Op.30

nr.１c-moll，nr.２h-moll，nr.３Des-dur，nr.４cis-moll

４Ballady

Ballada nr.１g-moll　Op.23 Ballada nr.2 F-dur　Op.38

Ballada nr.3 As-dur　Op.47 Ballada nr.4 f-moll　Op.52
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Sonata fortepianowa nr.2 “Marsz żałobny” b-moll Op.35
※曲目は変更になる場合があります。※曲目は変更になる場合があります。

※窓口販売・オンライン販売で完売した場合、電話予約は行いません。
※チケットをお求めの場合には利用登録が必要です。※前売券が完売した場合は、
当日券の用意はありません。※車椅子席のお求めは直接お問い合わせください。
車椅子席には限りがありますのでご了承ください。

NiCCオンライン
チケット

■チケット発売開始日

NiCC メンバーズ倶楽部会員 Web先行販売
6月2日（火）１０：00 ～ 6月5日（金）２３：５９
https://p-ticket.jp/kitami-hall

  一般販売 　NiCC芸術文化ホール
6月6日（土）■9：00開始／■１０：00開始
6月7日（日）■１1：00開始

オンライン販売窓口販売

電話予約

       円 （当日4,500円）
一         般

前 売

■入場料

全席指定 4,000

前 売 円 （当日1,500円）
高校生以下

1,000
※未就学のお子さんの入場はご遠慮ください。（託児の用意はありません）※未就学のお子さんの入場はご遠慮ください。（託児の用意はありません）

主催：北見市、北見市教育委員会

後援：ポーランド国立クシシュトフ・ペンデレツキ・クラクフ音楽院、ポーランド国立ジェシュフ大学
　　　ポーランド広報文化センター、北海道ポーランド文化協会、ASAGAO sp. z o. o.
　　　Music Leaf International Academy、北海道新聞北見支社、ＮＰＯ法人北見文化連盟

お問合せ：NiCC芸術文化ホール　☎0157-31-0909

NiCC芸術文化ホール（北見芸術文化ホール）　9：00～２２：00
休館日／毎週月曜日
■TEL.０１５７-３１-８９８９

■窓口販売・電話予約

チケット専用電話

ポーランド国立クシシュトフ・ペンデレツキ・クラクフ音楽院ピアノ科教授 ／ポーランド国立ジェシュフ大学音楽学部ピアノ科主任教授

～ザ・ショパン～

自主文化事業

・・

～ザ・ショパン～
ピアノリサイタル ～ The Chopin～
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Janusz Skowron  (ヤヌシュ・スコヴロン) 　【ピアノ】

ポーランド、クラクフ生まれ。
5歳の時にピアノを習い始め、クラクフ国立音楽学校第一級を卒業、中等音楽学校で1949年第4回
ショパン国際コンクール優勝者のハリーナ・チェルニー=ステファンスカ教授と、夫のルドヴィク・
ステファンスキ教授に師事 。ステファンスキ夫妻の芸術的、教育学的な個性と解釈、作曲家の意図を
伝える指導に大きな影響を受け、ピアニストとしてのさらなる成長の道を決定づける瞬間となる。
ポーランド国立クラクフ音楽院で研鑽を積み、修士号を取得。
ウィーン国立音楽大学大学院芸術インターンシップ。偉大なピアニストであり教師であったハンス・
グラーフ教授(アメリカ、インディアナ大学講師)に師事。ピアニストのリズムの規律、アーティキュ
レーションの正確さ、表現手段の幅を深め、古典派の巨匠の洗練された解釈に集中することで、さら
に優れた感受性を養う。
研修終了後、クラクフ音楽院ピアノ科でルドヴィク・ステファンスキ教授のアシスタントを務める。
ピアニストとして、また教師として成長する過程でアメリカ大陸に渡りアルゴマ大学、カナダの
ウェスタン・オンタリオ大学音楽学部で指導。
巨匠ウラディミール・ホロヴィッツの弟子である優れたピアニスト、ロナルド・トゥリーニと音楽学
部で共に働き、芸術的かつ創造的な方法で楽器の色彩的な可能性への魅力を深め、運動的な動きが
表現に果たす役割や曲の構造を構成し、感情的な緊張を形作る上で音楽的な時間が果たす創造的な
役割に気づく。
この時期に著名なヴァギー弦楽四重奏団とのコラボレーションをする。
ニューヨークのカーネギー・ホール、シカゴ文化センター、ウィニペグ・アート・ギャラリー、CBC 
Arts Nationalのためのウィニペグ・アート・ギャラリーなど、数多くのリサイタルやコンサートで
演奏の解釈を披露。
ポーランドに帰国後、ジェシュフ大学音楽院でピアノ科主任教授、ポーランド国立クラクフ音楽院
でも博士課程教授としてピアノ科のクラスを指導。
若いピアニスト、学生、教師のための講座や演奏活動をオーストリア、フィンランド、ベラルーシ、
ハンガリー、ウクライナ、カナダ、アメリカ、ブラジルで行い、長年にわたる教育、芸術活動、教育活動
の中で多くの権威と出会い、その経験をピアノ芸術の信奉者たちと分かち合っている。
ドイツのバイロイト国際ピアノ音楽祭に出演。
最近では、ザガンで開催されたハリーナ・チェルニー=ステファンスカの名を冠した第26回全国
ピアノ・コンクールの審査員を務める。
2025年からポーランドの伝統文化を継承する目的で来日、各地でピアノリサイタルを開催。

Kaori Kato  （加藤 香緒理） 　【コーディネーター】

江別市出身。２歳から音楽教室に通い始め、ピアノを５歳から始める。
東京藝術大学・桐朋学園大学・ジュリアード音楽院出身のピアニストに師事し、合宿形式の室内楽の
講習会でも研鑽を積む。（現）札幌大谷大学で学士取得後、アメリカのウェスタンワシントン大学に
短期留学。同時に(株)ヤマハミュージックリテイリング札幌店ピアノ科講師歴任。
Music Leaf Academyで指導し、渡波。ヤヌシュ・スコヴロン氏のクラスで“楽器の奏で方”を学ぶ。
ポーランド国立クラクフ音楽院で修士号を取得。
現在、ピョートル・マフニクのクラスで同音楽院大学院研究員の最終学年。ポーランド国立ジヴィ
エツ音楽学校の伴奏ピアニストおよびピアノ科教員。研究テーマは“日本とヨーロッパに影響を
与えたクラシック音楽”について。在ポーランド日本大使館主催の“日本の秋”にポーランド在住の
日本人アーティストとしてピアノソロリサイタルを開催。スコヴロン氏のコーディネーターとして
日本へ同行。

)　　　　　　　　　　　　　【ピアノ】

P R O F I L EP R O F I L E


